
川 越 市 （ ７ 月 ） 定 例 記 者 会 見 

日 時 令和５年７月１８日（火） 

 １４時００分～ 

場 所  川越市役所 迎賓室 



川越市（７月）定例記者会見次第

令 和 ５ 年 ７ 月 １ ８ 日 （ 火 ）

１４時００分開会 迎賓室

１ 開 会 

２ 説 明 

○ 川越市大東ＢＭＸ・スケートボードエリア運営管理について

（スポーツ振興課）

○ 生成ＡＩの業務利用に係る検証について （情報政策課） 

３ 質疑応答 

４ その他 

５ 閉 会 
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施
設
の
概
要

利
⽤
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル

利
⽤
者
が
安
全
に
利
⽤
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

<
主
な
ル
ー
ル
>

・
⼩
学
⽣
以
下
の
⽅
4⼈

に
対
し
⼤
⼈
が
1⼈

以
上
が
付
き
添
う
こ
と
。

・
セ
ク
シ
ョ
ン
（
構
造
物
）
内
は
、
衝
突
事
故
防
⽌
の
た
め
複
数
⼈
で
利
⽤
し
な
い
こ
と
。

・
⾃
⼰
の
⾝
体
を
守
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
等
を
必
ず
着
⽤
す
る
こ
と
。

・
滑
⾛
区
域
内
で
の
飲
⾷
は
し
な
い
こ
と
。

・
喫
煙
は
し
な
い
こ
と
。

・
酒
類
の
持
込
は
不
可
と
し
、
飲
酒
し
た
状
態
で
の
利
⽤
は
し
な
い
こ
と
。

・
コ
ン
ロ
等
の
⽕
器
、
花
⽕
、
⾳
響
機
器
類
の
持
込
を
し
な
い
こ
と
。

・
施
設
を
汚
損
、
破
損
さ
せ
な
い
こ
と
。

・
ご
み
は
各
⾃
持
ち
帰
る
こ
と
。

な
ど

※
施
設
上
の
瑕
疵
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
利
⽤
者
の
事
故
や
怪
我
等
に
市
は

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

利
⽤
⽅
法

ST
EP
１
）
利
⽤
登
録
申
込
書
⼜
は
埼
⽟
県
市
町
村
電
⼦
申
請
・
届
出

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
登
録
申
請
。

ST
EP
２
）
現
地
受
付
で
「
利
⽤
登
録
証
」
を
受
け
取
る
。

SE
TP
３
）
現
地
受
付
で
、
登
録
証
を
提
⽰
し
、
「
利
⽤
申
込
書
兼
誓
約

書
」
を
記
⼊
し
提
出
。

ST
EP
４
）
⼊
場
し
、
ル
ー
ル
に
従
い
滑
⾛
。

※
悪
天
候
等
に
よ
り
閉
場
の
場
合
は
、
市
公
式
SN
Sで

配
信
し
て
周
知
。今
後
の
展
開

・
⺠
間
団
体
や
愛
好
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
BM
X・

ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
・
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
競
技
⼈
⼝
の
拡
⼤
と
振
興
を
図
り
ま
す
。

・
⺠
間
団
体
と
連
携
し
、
⽣
徒
、
児
童
、
幼
児
な
ど
を
対
象
と
し
た
BM
X・

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
、
技
術
の
み
な
ら
ず
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

《
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⽂
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
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生成ＡＩの業務利用に係る検証について

１ 概要

 生成ＡＩは、インターネット上に公開されている様々な情報か

らＡＩが文章等を生成するサービスで、行政においても業務効率

化を図るツールとして期待されています。 

試験的に導入している自治体もありますが、本市においても、

今月から生成ＡＩの業務利用に係る検証を開始しました。

２ 検証期間 

令和５年７月～８月

３ 実施方法

 ＣｈａｔＧＰＴを用いた自治体向けのサービスを使用し、希望

した部署を含めて２８部署で、会議録の要約、文章の作成、翻訳、

問い合わせに対する回答の作成などの事務作業で検証を進めて

います。 

４ その他

 検証にあたっては、入力した情報が蓄積・学習され、他者への

回答に利用されないよう、機械学習を行わないサービスを利用し

ていますが、個人情報や重要情報を入力しない、また、著作権に

注意するなどの、一定のルールを定めたうえで検証作業を行って

います。 
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